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  令和７年度全国乳児福祉協議会 事業報告 
 

【重点方針】 

１．「乳幼児総合支援センター」の具現化と関係者への理解促進 

・「乳幼児総合支援センター」の実現に向けた考え方等の組織内への周知、理解促進 

・乳児院をめぐる制度・政策への対応 

・市区町村等との連携による地域の子育て家庭・妊産婦支援の推進 

 

２．こどもの権利・最善の利益を保障するための取り組み 

 ・乳児院におけるこどもの権利擁護の取り組み 

・被措置児童等虐待予防への対応強化 

 ・こどもを主体とした養育の振り返りのための自己点検のあり方検討 

 

３．乳児院における養育の質の向上・支援の充実 

・養育・支援の専門性向上のための研修など人材育成の取り組み 

・処遇改善に向けた取り組み 

・人材確保・育成・定着の取り組み 

・乳児院養育指針の見直し 

 

４．災害時支援体制の構築 

【総括】 

 令和７年度、こども家庭審議会社会的養育・家庭支援部会のもとに「こどものケアニー

ズに応じた支援の在り方に関する専門委員会」と「特別養子縁組に関する支援の在り方に

関する専門委員会」の２つの専門委員会が新たに設置され、議論が進められている。 

全乳協としては、社会的養育・家庭支援部会での意見出しを行うとともに、こども家庭

庁支援局家庭福祉課との勉強会を４回実施し「乳幼児総合支援センター」の具現化と関係

者への理解促進をめざし、乳児院の実態をふまえた意見交換を行った。 

 乳児院におけるこどもの権利擁護の取り組みでは、こどもの権利を守るために気をつけ

たい言葉がけをまとめた「こどもの心を大切に～適切な言葉選びのためのヒント」リーフ

レットを頒布するとともに、乳幼児の意見表明権等に関する検討ワーキングを設置した。 

また、乳児院における養育の質の向上・支援の充実に向けては、乳児院が行ったアセス

メント情報の共有を目的として作成した「一時保護アセスメント報告シート」の活用を推

進するためのガイドラインを作成するとともに、改訂された「乳児院の研修体系」をもと

に乳児院で働く看護師の育成体系についてワーキングを設置し検討を行った。 

さらに、この間、制度動向等をふまえ検討してきた「乳児院養育指針」の第６版の改訂

に向けて、学識者も含めたワーキングを設置し構成の組み直しをふくめた検討を行った。 
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【事業内容】 

《諸会議の開催》 

※（ ）内は開催回数 

１．協議員総会（１回） 

第１回 令和７年５月 27日(火) 

・令和６年度事業報告(案)について 

・令和６年度決算について 

・令和７年度事業計画(案)について 

・令和７年度予算(案)について 

・費用弁償規則の改正について 

・令和７年度・８年度役員選出について 

・全国乳児福祉協議会 令和８年度要望書について 

 

２．常任協議員会（３回） 

第１回 令和７年４月 15日（火） 

・令和６年度全乳協事業報告（案）・決算について 

・令和７年度協議員総会の進め方（案）について 

・令和８年度全乳協予算要望について 

 

第２回 令和７年 12 月 22日（月） 

・乳児院をめぐる直近の情勢と対応について  

・令和７年度全乳協事業進捗状況について 

   ・令和８年度事業計画・重点事項等について 

   ・令和９年度全乳協要望書について 

 

第３回 令和８年２月 19日（木） 

・令和７年度全乳協事業進捗・決算見込みについて  

・令和８年度事業計画（案）・予算（案）について   

・令和９年度全乳協政府予算要望について 

 

３．拡大正副会長会議（５回） 

第１回 令和７年４月 15日（火） 

・常任協議員会・ブロック協議会会長会議（令和７年度第１回）の進め方について 

・令和６年度全乳協事業報告（案）・決算について 

・令和７年度協議員総会の進め方（案）について 
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・令和８年度全乳協予算要望について 

  

第２回  令和７年５月 27日（火） 

   ・令和７・８年度役員等体制について 

   ・令和７・８年度常設委員会委員について 

   ・令和７・８年度全社協等委員について 

・その他  

     

臨時 令和７年６月 16 日（月） 

・佐賀県みどり園(乳児院)の事件後の全乳協等の対応について 

・その他 

 

第３回 令和７年９月 11日（木） 

   ・乳児院をめぐる直近の情勢と対応について 

・令和７年度全乳協事業進捗について 

・第 74 回全国乳児院協議会について 

・その他 

 

  第４回  令和７年 12 月 16日（火） 

  ・常任協議員会・ブロック協議会会長会議（令和７年度第２回）の進め方について 

   ・乳児院をめぐる直近の情勢と対応について 

・令和７年度全乳協事業進捗状況について 

・令和８年度全乳協事業計画・重点事項等について 

・令和９年度要望事項について 

・その他 

 

第５回 令和８年２月 10日（火） 

・常任協議員会・ブロック協議会会長会議（令和７年度第３回）の進め方について 

・令和７年度全乳協事業進捗・決算見込みについて  

   ・令和８年度事業計画（案）・予算（案）について                 

   ・令和９年度全乳協政府予算要望について                 

 

４．ブロック協議会会長会議（必要に応じ、常任協議員会と合同開催） 

第１回 令和７年４月 15日（火） 

・令和６年度ブロック活動助成金使途報告について 



4 

 

・その他、各ブロックにおける今後の活動予定や共有すべき課題等について 

 

第２回 令和７年 12 月 22日（月） 

・令和７年度ブロック活動状況報告について 

・ブロック内における都道府県社会的養育推進計画をふまえた都道府県行政への対 

応等について 

 

第３回 令和８年２月 19日（木） 

・「第３版乳児院の研修体系」および研修小冊子のブロック協議会での活用状況につ 

いて 

   ・ブロック内における都道府県社会的養育推進計画をふまえた都道府県行政への対 

応等について 

 

５．監査会（１回） 

令和７年５月 12日（月） 

・令和６年度 全国乳児福祉協議会事業報告（案）について 

・令和６年度 全国乳児福祉協議会決算について 

・令和７年度協議員総会における監事監査報告について 

 

６．総務委員会（３回） 

第１回 令和７年７月９日（水） 

・令和７年度総務委員会事業の進め方について 

・報道機関への対応について 

・第 74 回全国乳児院協議会（令和７年度・富山県）の企画について 

・子どもの権利・最善の利益を保障するための取り組みについて 

・災害時連絡網について 

 

第２回 令和７年 10月２日（木） 

   ・第 74回全国乳児院協議会（富山県）の運営について 

   ・乳幼児の意見表明権等に関する検討ワーキングについて 

・事務職員研修の開催について 

・「『乳児院における養育の質の向上と支援の充実』を実現するための行動方針」に

ついて 
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第３回 令和８年１月 29日（木） 

・令和８年度事業計画・予算（案）について 

・「『乳児院における養育の質の向上と支援の充実』を実現するための行動方針」に

ついて 

・第 75 回全国乳児院協議会について 

 

７．制度対策研究委員会（３回） 

第１回  令和７年８月 18日（月） 

・令和７年度制度対策研究委員会の進め方について 

・令和６年度全国乳児院入所状況実態調査・充足状況調査について 

・その他 

 

第２回  令和７年 11 月 26日（水） 

・乳児院を取り巻く制度動向について 

・一時保護アセスメント報告シートの普及・活用促進について 

・令和９年度予算等への要望書について 

・令和７年度全国乳児院入所状況実態調査・充足状況調査について 

 

第３回 令和８年１月 27日（火） 

・令和８年度制度対策研究委員会の事業計画・予算（案）について  

・一時保護アセスメント報告シートの作成マニュアルについて 

・令和９年度要望書について 

・その他 

 

８．広報・研修委員会（３回） 

第１回 令和７年７月４日（金） 

・令和７年度事業について 

・第 68 回全国乳児院研修会の運営について 

・乳児保育 No.202/203 の企画について 

・第 14 回乳児院上級職員セミナーおよび第 7 回乳児院医療・看護セミナーの企画

について 

・乳児院養育指針の改訂の進め方について 

・『乳児保育』バックナンバーの取り扱いについて 
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第２回 令和７年９月 11日（木） 

・乳児保育 No.202/203 の企画について 

・第 14 回乳児院上級職員セミナー・第 7回乳児院医療・看護セミナーの企画につい 

 て 

・事例集「乳児院に出会ってよかったこどもたち」について 

・乳児院養育指針の改訂の進め方について 

 

第３回 令和８年１月 15日（木） 

・広報研修委員会事業の進捗状況について 

・令和８年度事業計画・予算(案)について 

  ・第 14 回乳児院上級職員セミナー・第 7回乳児院医療・看護セミナーの運営につい

て 

・第 69 回全国乳児院研修会の企画について 

・乳児院養育指針の改訂について 

 

《総務活動》 

 

１．こどもの権利・最善の利益を保障するための取り組み 

（１）こどもの権利・最善の利益の保障 

○ 子どもの権利条約、こども基本法の理念をふまえつつ、乳児院としての乳幼児期

の意見形成・表明権等のこどもの権利擁護について検討を行うため、ワーキング

チームを設置し、乳児院内でこどもの意見をくみ取る場面について検討を行った。 

《乳幼児の意見表明権等に関する検討ワーキング》 

‧ メンバー：遠藤利彦氏（東京大学）、佐藤幸子氏（善友乳児院）、江東拓眞氏（丘の

家乳幼児ﾎｰﾑ）、平田悠里氏（乳児院ほだか）、木庭美知子氏（慈愛園乳児ﾎｰﾑ）、本

間総務委員長、山下総務委員 

 

（２）被措置児童等虐待予防 

○ 令和６年度発行の気をつけたい言葉がけに関するリーフレットや全乳協の権利擁

護関係資料を活用した自己点検の取り組みの推進を図るべく、メモ欄を追加した

「こどもの心を大切に～適切な言葉選びのためのヒント」リーフレットを作成し

2,178 部を頒布した。 

○ 全国乳児院協議会および全国乳児院研修会において、職場内コミュニケーション

のあり方に関連した分科会テーマを設定し、虐待予防につながるチーム養育を推

進した。 
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２．乳児院における養育の質の向上と支援の充実に向けた振り返り 

（１）「『乳児院における養育の質の向上と支援の充実』を実現するための行動方針」を踏

まえた取り組みの促進 

○ 「全社協 福祉ビジョン 2025」に基づき令和３年２月に策定した行動方針の内容

を確認し、見直しを行った。 

 

（２）養育・支援の振り返り体制等の強化（自己評価、第三者評価事業の活用による養育・

支援の質の向上） 

○ 「福祉サービスの質の向上推進委員会」児童部会社会的養護小委員会に本間委員

長が参画し、社会的養護関係施設第三者評価基準見直しに向けた検討を行った。 

○ 令和７年度社会的養護関係施設 第三者評価事業「評価調査者」養成研修会にお

いて「乳児院の現状と今後のあり方」について栗延副会長が講義を行った。 

 

３．組織活動と連絡調整 

（１）運営内規、諸規則の管理 

○ 運営内規、諸規則に基づき協議会運営を行った。 

 

（２）ブロック協議会活動への助成、情報提供等協力 

○ 「ブロック協議会助成金規則」に基づき、令和７年６月、６ブロックに対し計

1,664,000円を助成した。 

○ ブロック協議会会長会議等により、各ブロック協議会との情報共有を図った。 

 

（３）乳児院における人材確保・育成・定着にむけた取り組みの検討 

○ 各県や施設で実施されている人材確保事業について情報交換し、会員への周知に

ついて検討を行った。 

○ 事務職員のための勉強会をオンラインにて開催し、措置費の基本について学ぶ機

会を設けた。 

期 日：ライブ配信 令和７年 11 月 18 日（火）14:00～15:00 

    アーカイブ配信 令和７年 12月１日（月）～令和 8年 1月９日（金） 

受講者：116 名（うちライブ配信参加者 34 名） 

○ 社会的養護分野における処遇改善に係る加算の一本化に向けた勉強会に本間委員

長が参画した。 
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（４）寄贈・寄付の調整・受け入れ等、企業等による社会貢献活動に対する協力 

○ 明治ホールディングス株式会社から全国の乳児院へのミルク寄贈の受け入れ調整

を行った。（毎年継続） 

○ 日本ベビーフード協議会から全国の乳児院へのベビーフード寄贈の受け入れ調整

を行った。（毎年継続） 

○ アマゾンジャパン合同会社と「乳児院支援プログラム」を立ち上げ、合計 75施設

の参加調整を行った。（毎年継続） 

○ 株式会社ライフマネジメントからオゾン水生成器 70 台の寄贈の受け入れ調整を

行った。（新規） 

○ 株式会社 保険見直し本舗グループから NUK おしゃぶり 717 個の寄贈の受け入れ

調整を行った。（新規） 

 

（５）乳児院への各種助成事業への対応 

○ 株式会社ストームレーベルズの寄付による「幼い子どものゆたかな育ち応援助成」

（七五三のお祝い助成）への実施協力を行い、104施設に計 13,171,870円を助成、

439人の乳児院入所児を支援した。（毎年継続） 

 

（６）全乳協要覧の作成、配布 

○ 令和７年９月に会員施設およびこども家庭庁等関係機関に配布した。 

 

（７）全社協・退所児童等支援事業への参画 

○ 全国退所児童等支援事業連絡会に本間総務委員長が参画し、オンラインサロン事

業等への協力を行った。 

○ 全国退所児童等支援事業連絡会令和７年度セミナー 

期 日：事前学習動画視聴 令和８年１月 27 日（火）～２月 17 日（火） 

    オンラインサロン 令和８年２月 17 日（火）13:00～15:00 

受講者：140 名（うち乳児院参加者６名） 

 

４．「第 74回全国乳児院協議会」（大会）の企画内容の検討と実施、参加促進 

○ 会  場：ホテルグランテラス富山（富山県富山市） 

○ 期  日：令和 7 年 10月 23 日（木）～24 日（金） 

○ 参加者：256 名（定員 230名）、参加費：18,000円 

○ プログラム概要： 

‧ 全国乳児福祉協議会会長表彰（永年勤続者） 

‧ 基調報告（全乳協・横川会長） 
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‧ 研究報告（名古屋大学大学院 野々山 氏） 

‧ 行政説明（こども家庭庁支援局 後藤家庭福祉課長補佐） 

‧ 特別講演(株式会社源 取締役生産本部長 佐々木 氏) 

‧ 分科会 

第１分科会「多機能化のための連携協働」（子どもの虹情報研修センター センタ

長 増沢 氏） 

第２分科会「アンガーマネジメントを通した人材育成」（一般社団法人アンガーマ

ネジメントジャパン 代表理事 佐藤 氏） 

第３分科会「乳幼児の意見表明権」（東京大学大学院 教育学研究科 教授 遠藤 

氏） 

第４分科会「安心安全な職場環境づくり」（柴崎副会長） 

  

５．令和７年度全乳協会長表彰（永年勤続者）の実施 

○ 第 74 回全国乳児院協議会において、乳児院職員 73 名への永年勤続者表彰を実施

した。 

 

６．災害発生に備えた対応 

○ 近年頻発する大規模な自然災害からこどもたちと働く職員を守るため、、令和６年

度に策定した「全国乳児福祉協議会 災害時連絡マニュアル」の連絡体制を更新す

るとともに、要覧に追加し本会とブロック協議会が連携・協働して各圏域におけ

る防災・減災の取り組みを図った。 

 

《制度対策研究活動》 

１．「乳幼児総合支援センター」の具現化に向けた取り組み 

（１）「乳幼児総合支援センター」に対する理解促進への取り組み 

○ 「乳幼児総合支援センター」の具体的な事例を示すべく、親子ショートや特定妊

婦への支援に関する事例を募集し、乳児保育 No.202の特集として掲載した。 

 

（２）乳児院のアセスメント力の向上への支援 

○ 「乳幼児総合支援センター」の実現においては、センター拠点機能の「包括的ア

セスメント」が不可欠である。令和６年度に作成した「一時保護アセスメント報

告シート」について、第 68回全国乳児院研修会や各ブロックで行われた研修会等

で、松尾副会長より説明を行った。また、会員施設の職員研修で活用できるよう

全乳協ホームページで説明動画を公開した。 
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○ 「一時保護アセスメント報告シート」をより多くの会員施設で活用いただくため

の手法について検討を行い、ひな型だけでなくその記入のポイント等について整

理したガイドラインを作成し、全乳協ホームページに公開した。 

 

２．国における社会的養護関係施設のあり方検討等への対応 

○ こども家庭庁支援局家庭福祉課とこどものケアニーズに応じた支援のあり方の検

討に関する勉強会を全４回行った。 

第１回：令和７年 10 月 27日  

第２回：令和７年 12 月 18日  

第３回：令和８年２月 13日 

第４回：令和８年３月 13日 

 

３．改正児童福祉法施行への対応 

○ 令和７年 10 月 15 日に開催された「全社協福祉懇談会」に横川会長等役員が出席

し、全養協・全母協と共同で「支援を必要とする子どもの健やかな育ちと権利を

まもるために～社会的養護関係施設に関する要望～」の要望を行った。 

 

４．都道府県社会的養育推進計画等をふまえた乳児院の今後のあり方検討 

○ 各都道府県で策定された計画による影響と、それをふまえ会員施設が現在取り組

んでいることや、今後取り組もうとしていることを把握すべく令和７年 12 月にブ

ロック長を通じて調査を実施し、第２回ブロック協議会会長会議において、速報

値の共有を行った。より多くの施設からの回答を得るため、調査期間を延長し、

第３回ブロック協議会会長会議において、全国的な動向について情報共有すると

ともに、今後の対応について検討を行った。 

 

５．調査研究の実施、公表、活用促進 

（１）「全国乳児院入所状況実態調査・充足状況調査」の実施 

○ 令和６年度の状況に関する調査について、新たに子育て短期支援事業等の多機能

化事業の実施状況を確認する項目等を追加し、令和７年５月に実施した。調査結

果を取りまとめた報告書を令和７年 10月に発行した。 

 

（２）その他必要に応じたデータ収集と関係調査への協力 

○ 東京大学大学院教育学研究科の森末一代氏が実施した「乳児院からの措置変更時

期の子どもへの支援に関する実態調査」への調査協力を行った。 
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○ 令和７年 12 月に全乳協会員施設に対し「ブロック内における都道府県社会的養育

推進計画をふまえた都道府県行政への対応等について」の調査を行い、148施設か

ら回答を得た。 

 

６．政策・予算対策活動 

（１）令和７年度予算等要望の実施、翌年度予算要望の検討 

○ 令和７年４月 7 日に開催された自由民主党「こども・若者」輝く未来推進本部の

ヒアリングにおいて、乳児院の現状をふまえた意見書を提出し、出席議員と意見

交換を行った。 

○ 令和７年４月 15日付で、内閣府特命担当大臣に対し令和８年度全乳協政府予算要

望を実施した。要望書はこども家庭庁支援局家庭福祉課に提出し、同日に意見交

換を行った。 

○ 令和７年６月６日付で、内閣府特命担当大臣に対し全養協と共同で「児童福祉施

設の安全確保にむけた緊急要望」を行った。 

○ 令和７年８月１日付で、「児童入所施設措置費等国庫負担金における地域区分の改

定に関する要望」を行った。 

○ 令和７年 10 月 15 日に開催された「全社協福祉懇談会」に横川会長等が出席し、

全養協・全母協と共同で「支援を必要とする子どもの健やかな育ちと権利をまも

るために～社会的養護関係施設に関する要望～」の要望を行った。（再掲） 

 

（２）こども家庭審議会等への参画 

○ 社会的養育・家庭支援部会に横川会長が参画し、乳児院の実態等をふまえた意見

出し等を行った。 

○ こども家庭庁が行う以下の事業に役員が参画し、乳児院の実態等をふまえた意見

出し等を実施した。 

‧ 特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業 

松尾みさき副会長(善友乳児院院長として参画) 

‧ 令和７年度里親支援センター等人材育成事業 

松尾みさき副会長 

‧ 令和 7 年度社会的養護経験者等ネットワーク形成事業 

躯川恒常任協議員 

‧ こども性暴力防止法に基づき実施する研修の在り方に関する調査研究業務に係る

有識者会議（オブザーバー） 

芝太郎広報研修委員 

‧ こども性暴力防止法施行準備検討会（オブザーバー） 
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○ 新たに「産後ケア事業多職種連携協議会」に全国乳児福祉協議会として参画し、

以下のとおり委員推薦を行った。 

‧ 協議員：平田ルリ子顧問、委員会委員：乳児院積慶園 大庭氏、菅家氏 

 

（３）全社協・政策委員会、社会福祉施設等協議会連絡会等への参画 

○ 全社協の各種委員会等に役員が参画し、社会福祉をめぐる諸課題について関係種

別協議会との協議を行った。（16ページ参照） 

 

《広報・研修活動》 

 

１．養育の質の向上等のための人材育成等の取り組みの強化 

（１）「乳児院養育指針」の改訂および普及と活用促進 

○ 282部を頒布した。 

○ 再改訂（第６版）の検討にあたり、ワーキングチームを設置し検討を行った。第

６版では章や節等の構成から見直しを行うこととし、今年度は新しい構成と改訂

のポイントを取りまとめた。具体的な改訂作業(執筆)は、次年度の実施を予定し

ている。 

《乳児院養育指針の改訂にむけたワーキングチーム》 

‧ 第１回：令和７年８月 28日 再改訂に向けた方向性について 

‧ 第２回：令和７年 12 月 26日 第６版の構成について 

‧ 第３回：令和８年３月 27日 第６版の構成および執筆者について 

○ メンバー：中央推薦協議員 潮谷恵美氏（十文字学園女子大学）、中央推薦協議員 

河尻恵氏（日本福祉大学）、大和副会長、瀬戸広報研修委員長 

 

（２）研修小冊子の普及による各地での研修実施の働きかけ 

○ 令和６年度に見直しを行った「第３版乳児院の研修体系」および研修小冊子につ

いて、各ブロックにおける活用状況を確認し、第３回ブロック協議会会長会議に

て情報共有を行った。 

○ 乳児院で働く看護師は小児に関する学習機会が少ない中で、医療職としての判断

を求められる現状もあることから、乳児院看護師としてレベルごとに習得すべき

知識やその方法を整理した指標が必要であると考え、ワーキングチームを設置し

検討を行った。 

《乳児院看護師の育成体系検討ワーキングチーム》 

‧ 第１回：令和７年 11 月 28日 乳児院看護師の育成体系の方向性について 

‧ 第２回：令和８年１月 30日  乳児院看護師のアンケート結果について 
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              乳児院看護師の育成体系案の作成について 

‧ メンバー：今西裕子氏（大阪乳児院）、小浦由加里氏（和歌山乳児院）、瀬戸広報

研修委員長、梶原委員 

 

（３）乳児院だからこそできる支援事例の共有 

○ 乳児保育 200 号の特集企画として募集した「乳児院がこどもの最善の利益を守る

という理念のもと多職種による専門性を発揮して、こどもの回復を支援したケー

ス」について事例集の作成をすすめた。 

 

２．養育・支援の専門性、子どもの権利擁護のための研修会等の開催 

○ 社会的養護処遇改善加算の対象研修の要件を念頭に企画、開催し、職員の養育・

支援の専門性、権利擁護意識の向上を図った。 

 

（１）「第 68 回全国乳児院研修会」の開催 

○ 会  場：TOC有明コンベンション（東京都江東区） 

○ 期  日：令和７年７月 30日（水）～７月 31日（木） 

○ 参加者：320 名（定員 250名）参加費：20,000円 

○ プログラム概要： 

‧ 基調報告（全乳協・横川会長） 

‧ 特別講演「発達からみた乳幼児期に必要な支援」（京都大学大学院 教育学研究科 

教授 明和 氏） 

‧ 研究報告「乳児院において特別な配慮を必要とする子どもの実態調査」（子どもの

虹情報研修センター 報告者 平田 氏（乳児院ほだか）） 

‧ 説明「一時保護アセスメント報告シートについて」（松尾副会長） 

‧ 「資生堂児童福祉海外研修報告」（資生堂子ども財団 塩見常務理事） 

‧ 分科会 

第１分科会『多職種協働によるアセスメント力向上』（ほっとはぐ 武田 氏） 

第２分科会『職場内コミュニケーション』（大妻女子大学 人間関係学部 准教授 

山本 氏） 

第３分科会『発達とアタッチメントに課題のある子どもへの対応』（子どもの虹情

報研修センター 南山 氏） 

第４分科会『飲まない食べないこどもへの対応』（相模女子大学 特任教授 堤 氏） 
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（２）「第 14 回乳児院上級職員セミナー」の開催 

○ 会  場：全社協・灘尾ホール（東京都千代田区） 

○ 期  日：令和８年２月 16日(月)～17 日（火） 

○ 参加者：107 名（定員 100名） 参加費：17,000円 

○ プログラム概要： 

‧ 基調報告 

‧ 講義「妊娠期、出産前後の支援について」（武蔵野大学 看護学科 教授 中板 氏） 

‧ 講義「地域にいるこどもと家族を支援する」（関西学院大学 人間福祉学部 特任

講師 中島 氏） 

‧ 実践報告・情報交換「親子への支援」 

‧ 講義・ロールプレイ「保護者支援・里親支援について」（文京学院大学 人間学部 

教授 金子 氏） 

 

（３）「第７回乳児院医療・看護セミナー」の開催 

○ 会  場：全社協・灘尾ホール（東京都千代田区） 

○ 期  日：令和８年２月 18日（水） 

○ 参 加 者：126名（定員 100 名） 参加費：15,000 円 

○ プログラム概要： 

‧ 講義「正常発達の復習と、そこからの逸脱がある育てにくいこども」（大和副会長） 

‧ 講義「乳児院だからこそ対応できるアレルギー疾患」（国立病院機構三重病院 名

誉院長・特別診療研究役 藤澤 氏） 

‧ 実践報告「乳児院看護師の役割、他職種との分担と協働、保育看護の再認識」 

（さいたま西乳児院 施設長 上原 氏） 

‧ グループワーク「乳児院看護師の役割について」 

 

（４）社会的養護を担う児童福祉施設長研修会の共催 

○ 会 場：東日本・全社協 灘尾ホール（東京都千代田区） 

    西日本・岡山コンベンションホール（岡山県岡山市） 

○ 期 日：東日本・令和７年 12 月 9 日（火）～10日（水） 

    西日本・令和７年 12 月４日（木）～５日（金） 

○ 受講者：493 名（うち乳児院受講者 74名） 
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（５）ファミリーソーシャルワーク研修会の共催 

○ 会 場：中央福祉学院（ロフォス湘南） 

○ 期 日：①令和７年９月 21日(日)～９月 22 日（月）、②令和７年 11月４日（火）

～11月５日（水）、③令和７年 12 月 10 日（水）～12月 11日（木） 

○ 受講者：①149 名（うち乳児院受講者 31名）、②191 名（うち乳児院受講者 26名）、 

③202 名（うち乳児院受講者 44名） 

 

（６）「子どもの虹情報研修センター」研修事業への協力 

○ 瀬戸広報・研修委員長が参画し、事業の企画・運営に協力するなど連携を図った。 

 

（７）「西日本こども研修センターあかし」研修事業への協力 

○ 栗延副会長が参画し、事業の企画・運営に協力するなど連携を図った。 

 

３．その他、乳児院に関する広報・啓発活動 

（１）機関誌「乳児保育」の作成と頒布普及（全施設対象／年２回／有償頒布あり） 

○ 紙面の構成について検討を行い、特集は全国の取り組みが共有できる内容で企画

することとし、No.202 では乳児院における親子への支援事例、No.203では乳児院

における一時保護委託の受け入れ事例を特集とした。 

○ 令和７年 12 月に No.202を発行した。 

○ 令和８年３月に No.203を発行した。 

 

（２）全乳協ホームページの管理運用 

○ 会員専用ページを活用し、会員施設等に向けた情報提供の充実を図った。 

 

（３）「全乳協ニュース」の発行（全施設対象／随時） 

○ 乳児院をめぐる情勢の動向や全乳協の対応・取り組みなどの情報を随時発信した。

（合計 12号発行） 

 

（４）「乳児院は赤ちゃんのもうひとつのあったかいおうち」の普及と活用促進 

○ 全乳協ホームページの「刊行物」のページに本パンフレットを掲載し、会員施設

への周知を行った。 
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＜全国乳児院協議会・全国乳児院研修会 開催地一覧＞ 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

協議会 

(大会) 

第 64回 

中国･四国 

（高知県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 65回 

関東･甲信越

静 

（新潟県） 

＊大臣表彰 

＊永年勤続者

表彰 

第 66回 

九州 

（宮崎県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 67回 

東北･北海道 

（北海道） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 68回 

東海･北陸 

（三重県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 69回 

近畿 

（京都府） 

 

＊永年勤続者

表彰 

研修会 

第 58回 

東海･北陸 

（石川県） 

第 59回 

東北･北海道 

（岩手県） 

第 60回 

中国･四国 

（鳥取県） 

第 61回 

近畿 

（和歌山県） 

第 62回 

関東･甲信越

静 

（山梨県） 

第 63回 

九州 

（沖縄県） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

協議会 

(大会) 
（新型コロナ

ウイルス感染

症をめぐる状

況から次年度

に延期） 

第 70回 

関東･甲信越

静 

（東京都） 

＊大臣表彰 

＊永年勤続者

表彰 

第 71回 

中国･四国 

（香川県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 72回 

九州 

（長崎県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 73回 

東北･北海道 

（秋田県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

第 74回 

東海･北陸 

（富山県） 

 

＊永年勤続者

表彰 

研修会 
第 64回 

(オンライン) 

第 65回 

(オンライン) 

第 66回 

東海･北陸 

（岐阜県） 

第 67回 

近畿 

（奈良県） 

第 68回 

東日本 

(東北・北海

道) 

 

《全国乳児院研修会のブロック持ち回り》 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

研修会 

手伝い 

東日本会場 

東北・北海

道 

（第 68 回） 

西日本会場 

九州 

（第 69 回） 

東日本会場 

関東･甲信越静 

（第 70 回） 

西日本会場 

中国・四国 

（第 71 回） 

東日本会場 

東海・北陸 

（第 72 回） 

西日本会場 

近畿 

（第 73 回） 

※協議会は 5 の倍数の開催回で大臣表彰、10の倍数の開催回は関東甲信越静で行う 

 

《児童福祉施設関係種別協議会との協働事業》 

１．児童福祉の課題や諸制度への対応 

・ 児童福祉関係種別協議会会長会議への参画と協働活動 

・ 必要に応じた合同会議の開催等 

２．社会的養護を支える施設長、職員のための研修 
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・ 社会的養護を担う児童福祉施設長研修会の共催 

・ ファミリーソーシャルワーク研修会の共催 

 

《全国社会福祉協議会との連携》 

１．全社協／評議員会（総務部） 

２．全社協／政策委員会（政策企画部） 

３．全社協／福祉サービスの質の向上推進委員会（政策企画部） 

４．全社協／社会福祉施設協議会連絡会（法人振興部） 

５．全社協／社会的養護を担う児童福祉施設長研修会（児童福祉部） 

６．全社協／ファミリーソーシャルワーク研修会企画委員会（中央福祉学院） 

７．全社協／福祉施設長専門講座運営委員会（中央福祉学院） 

８．全社協／国際社会福祉基金委員会（国際センター） 

９．全社協／退所児童等支援事業（児童福祉部） 

 

《他団体との連携》 

１．健やか親子 21 推進協議会 

２．社会福祉法人福利厚生センター 

３．社会福祉法人横浜博萌会／子どもの虹情報研修センター 

４．一般財団法人あかしこども財団／西日本こども研修センターあかし 

５．公益財団法人全国里親会 

６．特定非営利活動法人児童虐待防止全国ネットワーク 

７．産後ケア多職種連携協議会 

 

《こども家庭庁の審議会等》 

１．こども家庭審議会社会的養育・家庭支援部会 

２．社会的養護分野における処遇改善に係る加算の一本化に向けた勉強会 

 


